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町の 人 口 

（平成元年10月1日） 

男 3,897(-5 ) 

4,353 (+ 3 ) 女
 
計 8,250（一2 ) 

世帯数 2,755（一2 ) 

r 
23 18 17 14 ⑩ 
日 日 日 日 日 

祝 成 人 

真
夏
の
成
人
式
 

新
成
人
は
一
〇
三
人
 

お
盆
の
帰
省
時
期
に
簡
素
な
服
装
 

で
成
人
式
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
 

め
、
例
年
実
施
し
て
い
る
真
夏
の
成
 

人
式
が
、
今
年
も
八
月
十
五
日
、
中
 

央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
の
新
成
人
は
百
三
人
（
男
五
 

十
八
人
、
女
四
十
五
人
）
の
内
五
十
 

六
人
（
男
三
十
一
人
、
女
二
十
五
人
）
 

が
出
席
し
ま
し
た
。
 

祝
詞
の
中
で
、
岩
崎
町
長
は
「
社
 

会
人
と
し
て
自
覚
を
も
っ
て
行
動
し
 

て
ほ
し
い
」
 
と
述
べ
、
堀
江
議
長
は
 

「
自
分
の
信
念
を
貫
く
立
派
な
社
会
 

人
と
な
っ
て
ほ
し
い
」
 
と
そ
れ
ぞ
れ
 

述
べ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
新
成
人
代
表
の
永
末
 

能
久
さ
ん
が
 
「
今
日
か
ら
は
社
会
人
 

と
し
て
、
二
十
一
世
紀
を
し
っ
か
り
 

背
負
っ
て
い
き
ま
す
」
 
と
力
強
く
誓
 

い
ま
し
た
。
 

式
典
終
了
後
、
小
学
校
の
卒
業
作
 

文
で
討
論
会
を
開
催
、
成
人
者
の
中
 

か
ら
九
人
を
選
ん
で
読
み
あ
げ
ま
し
 

た
。
子
供
の
頃
に
描
い
た
自
分
の
人
 

生
設
計
通
り
の
道
を
歩
い
て
い
る
人
 

は
わ
ず
か
で
あ
り
ま
し
た
。
 

討
論
会
終
了
後
、
自
分
の
夢
や
希
 

望
を
そ
れ
ぞ
れ
書
い
た
短
冊
を
風
船
 

に
付
け
、
二
十
歳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
 

真
夏
の
大
空
に
飛
ば
し
ま
し
た
。
 

怠
 

刀
の
一
」
よ
み
 

の
日
 

、
ョ
d
ョx
上
、
コ
「
‘
お
ヂ
×
り
 

の
日
 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
 

体
育
の
日
、
目
の
愛
護
デ
ー
 

鉄
道
記
念
日
 

貯
蓄
の
日
 

統
計
の
日
 

電
信
電
話
記
念
日
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国
②
②
圃
圏
 

最
高
令
者
は
栗
田
ョ
子
さ
ん
（
 98
 

才） 

平
成
元
年
度
の
敬
老
会
が
例
年
ど
お
 

り
九
月
十
五
日
、
町
民
体
育
館
で
行
わ
 

れ
ま
し
た
。
 

今
年
の
該
当
者
は
九
八
一
名
で
す
が
 

約
八
百
名
の
出
席
の
も
と
に
行
わ
れ
ま
 

し
た
。
 

祝
辞
の
中
で
岩
崎
町
長
は
 
「
財
政
再
 

建
が
あ
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
、
皆
 

さ
ん
が
社
会
発
展
に
貢
献
し
て
い
た
だ
 

い
た
お
か
げ
で
現
在
の
私
達
の
生
活
が
 

あ
る
、
今
後
も
健
康
に
十
分
気
を
つ
け
 

て
過
ご
し
て
欲
し
い
」
 
と
あ
い
さ
つ
。
 

続
い
て
記
念
品
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
 

た
が
、
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

町

民

囲

碁

大

会

 

A
級
浦
田
 
明
氏
が
逆
絡
伽
勝
ノ
 

八
月
二
十
七
日
、
第
三
十
九
回
町
民
 

囲
碁
大
会
が
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
 

し
た
。
 

ま
ず
、
春
の
優
勝
者
か
ら
優
勝
旗
の
 

返
還
が
行
わ
れ
、
会
長
の
山
崎
光
雄
さ
 

ん
か
ら
対
局
上
の
注
意
事
項
の
説
明
が
 

あ
り
、
午
前
十
時
パ
チ
リ
、
パ
チ
リ
と
 

参
加
し
た
二
十
ニ
名
に
よ
っ
て
熱
い
戦
 

い
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
 

A
級
（
有
段
者
）
四
面
打
ち
、
B
級
 

（
級
位
者
）
五
面
打
ち
で
行
わ
れ
ま
し
 

た
が
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

【A
級
】
有
段
者
の
部
 

（
敬
称
略
）
 

優
 
勝
 
浦
田
 

明
（
連
続
優
勝
）
 

準
優
勝
 
光
井
 
弘
 

三
 
位
 
鋤
先
政
市
 

【B
級
】
級
位
者
の
部
 

優
 
勝
 
丸
山
浅
吉
 

準
優
勝
 
和
田
満
雄
 

三
 
位
 
鈴
木
 
岬
 

な
お
、
年
々
参
加
者
が
少
な
く
な
っ
 

て
い
ま
す
。
来
春
の
第
四
〇
回
の
町
民
 

囲
碁
大
会
は
皆
様
方
に
き
っ
と
喜
ん
で
 

い
た
だ
け
る
、
新
趣
向
を
考
慮
中
で
す
 

の
で
囲
碁
愛
好
者
の
皆
さ
ん
、
 
一
人
で
 

も
多
く
の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

交
通
事
故
0

の
日
 

一
、
〇
〇
〇
日
達
成
（
・
 

方
城
町
で
は
平
成
元
年
七
月
現
在
で
 

交
通
死
亡
事
故
0

の
日
が
千
日
を
越
え
 

ま
し
た
。
 

こ
れ
は
県
下
の
市
町
村
で
も
十
指
に
 

入
る
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
り
、
町
で
 

は
こ
れ
を
記
念
し
て
、
県
道
田
川
ー
直
 

方
バ
イ
パ
ス
の
陸
橋
に
横
断
幕
を
ニ
カ
 

所
設
置
し
ま
し
た
。
 

こ
の
記
録
は
ひ
と
え
に
、
町
民
の
皆
 

さ
ん
が
交
通
安
全
に
つ
い
て
の
深
い
ご
 

理
解
と
、
ご
協
力
の
た
ま
も
の
だ
と
思
 

い
ま
す
。
 

ま
た
、
日
夜
交
通
安
全
に
つ
い
て
、
 

街
頭
啓
発
、
広
報
活
動
等
を
実
施
し
て
 

い
る
、
田
川
交
通
安
全
協
会
方
城
支
部
 

（
手
島
秋
信
会
長
、
会
員
十
一
名
）
の
 

活
動
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
 

こ
の
千
日
突
破
を
契
機
と
し
て
、
更
 

に
二
千
日
を
目
指
し
て
、
交
通
安
全
運
 

動
に
積
極
的
に
取
組
む
所
存
で
あ
り
ま
 

す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
も
、
こ
の
こ
 

と
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
 

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

川川川川川川川川川川川川川川川~川川川廿川川川川川川川川川川川川川川~川E 

自動車運転者（法令）講習会開催 I 

【安全近転を誓った150人のドライバー】 三 
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（
敬
称
略
）
 

一
、
県
知
事
記
念
品
贈
呈
（
二
一
二
名
）
 

二
、
町
長
記
念
品
贈
呈
（
七
一
名
）
 

m
 
夫
婦
最
高
令
者
 

」
野
集
碧
（
岩
屋
）
 

②
 
最
高
令
者
 

栗
田
 

ョ
子
 

98 

才
（
福
智
園
）
 

三
、
社
会
福
祉
協
議
会
祝
金
及
び
記
念
 

品
贈
呈
 

（
五
五
名
）
 

ま
た
謝
辞
で
は
、
老
人
会
々
長
の
石
 

谷
時
次
郎
さ
ん
が
 
「
町
財
政
の
苦
し
い
 

中
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
努
 

力
し
て
い
る
事
に
感
謝
し
、
我
々
老
人
 

の
た
め
に
こ
の
よ
う
な
会
を
開
催
し
て
 

く
だ
さ
っ
た
事
に
感
謝
す
る
」
 
と
述
べ
 

ま
し
た
。
 

最
後
に
町
婦
人
会
に
よ
る
演
芸
が
披
 

露
さ
れ
、
敬
老
会
も
最
高
潮
に
達
し
ま
 

（

・

 

30 メート'V~)ノ、シコ車も出動 

田川地区消防団が防災訓練 

田
川
地
区
総
合
防
災
訓
練
が
八
月
一
一
 

十
九
日
、
川
崎
町
池
尻
東
洋
県
営
団
地
 

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
田
川
地
区
消
防
本
部
、
田
 

川
警
察
署
、
九
州
電
力
翻
、
N
T
T
な
 

ど
約
五
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

訓
練
は
震
度
五
の
地
震
で
、
川
崎
町
 

の
各
所
に
火
災
が
発
生
、
四
、
五
階
の
 

住
民
数
人
が
取
り
残
さ
れ
た
と
想
定
、
 

福
岡
県
知
事
要
請
で
飛
来
し
た
陸
上
自
 

衛
隊
目
達
原
駐
屯
地
第
四
飛
行
隊
ヘ
リ
 

ー
機
が
、
上
空
か
ら
の
災
害
状
況
調
査
 

情
報
を
災
害
対
策
本
部
に
投
下
し
て
訓
 

練
ス
タ
ー
ト
、
ハ
シ
ゴ
車
も
出
動
、
ハ
 

ス
ポ
ー
ッ
振
興
に
努
力
 

文
部
大
臣
か
ら
ク
体
育
功
労
賞
）
 

十
月
六
日
、
東
篠
会
館
ホ
ー
ル
に
て
 

方
城
町
体
育
協
会
（
永
岡
巌
会
長
）
が
 

文
部
大
臣
か
ら
体
育
功
労
賞
を
受
賞
し
 

ま
し
た
。
 

同
体
協
は
、
炭
砿
閉
山
に
よ
り
過
疎
 

化
し
た
町
に
 
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
明
 

る
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
 

し
て
活
動
し
、
 

「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
 

町
の
活
性
化
を
図
ろ
う
」
 
と
い
う
趣
旨
 

の
も
と
で
、
三
菱
方
城
炭
砿
が
閉
山
し
 

た
昭
和
三
十
七
年
設
立
し
、
活
動
を
続
 

一
一
！
」
！
！
一
一
一
一
！
！
」
 

方
城
町
体
育
協
会
 

け
て
来
ま
し
た
。
 

ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ
の
育
成
、
子
供
 

駅
伝
大
会
な
ど
子
供
会
行
事
の
主
催
、
 

後
援
、
町
民
・
婦
人
会
運
動
会
な
ど
の
 

各
種
ス
ポ
ー
ッ
行
事
や
、
体
力
測
定
会
 

開
催
な
ど
、
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
人
口
拡
 

大
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
 

な
お
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
以
外
の
団
 

体
の
部
門
に
お
い
て
受
賞
し
た
の
は
、
 

福
岡
県
で
は
 
「
方
城
町
体
協
」
一
団
体
 

だ
け
で
し
た
。
 

シ
ゴ
は
高
さ
三
十
ー
メ
ー
ト
ル
ま
で
伸
 

ば
せ
、
八
階
建
て
ビ
ル
ま
で
対
応
で
き
 

る
も
の
で
あ
り
、
団
地
の
五
階
建
の
住
 

民
を
次
々
と
救
助
し
て
い
ま
し
た
。
 

ビ
ル
の
救
出
作
業
終
了
後
直
ち
に
、
 

田
川
郡
の
消
防
団
は
、
中
高
層
建
物
火
 

災
防
御
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
方
城
町
 

か
ら
本
部
分
団
が
出
場
、
金
田
町
消
防
 

団
か
ら
の
放
水
を
中
継
し
、
消
火
放
水
 

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
 

最
後
に
石
油
貯
蔵
タ
ン
ク
炎
上
を
想
 

定
し
た
訓
練
も
あ
り
、
泡
消
火
液
を
放
 

水
す
る
化
学
消
防
車
が
威
力
を
発
揮
し
 

て
い
ま
し
た
。
 

ノ 

こ
の
受
賞
を
契
期
と
し
て
、
今
後
の
 

な
お
一
層
の
活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

田
川
交
通
安
全
協
会
方
城
支
部
（
手
 

島
秋
信
会
長
、
会
員
十
一
名
）
で
は
、
 

十
月
三
日
午
後
七
時
か
ら
中
央
公
民
館
 

に
お
い
て
、
自
動
車
運
転
者
（
法
令
）
 

講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
、
町
内
の
ド
ラ
イ
バ
ー
約
百
 

五
十
人
が
出
席
、
中
央
公
民
館
大
会
議
 

室
は
椅
子
が
足
り
な
く
な
り
、
あ
わ
て
 

て
取
り
出
す
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
 

た。 ま
ず
田
川
警
察
署
交
通
総
務
課
・
酒
 

井
係
長
、
田
川
交
通
安
全
事
務
局
長
等
 

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
約
三
十
分
に
わ
た
 

り
映
画
の
上
映
が
あ
り
ま
し
た
。
 

「交 

通
事
故
の
生
々
し
い
シ
ー
ン
や
、
交
通
 

事
故
を
お
こ
し
、
借
金
が
払
え
な
く
な
 

り
二
進
も
三
進
も
い
か
な
く
な
る
」
と
 

い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
、
事
故
の
恐
ろ
し
 

さ
を
ま
ざ
ム
、
と
見
せ
つ
け
ら
れ
ま
し
 

た。 最
後
に
、
県
交
通
安
全
協
会
の
講
師
 

「
石
川
高
好
先
生
」
 
の
ス
ラ
イ
ド
に
よ
 

り、 

「
交
通
事
故
は
ど
の
よ
う
な
状
況
 

で
発
生
し
、
ど
う
す
れ
ば
防
止
で
き
る
 

か
」
等
、
す
ば
ら
し
い
講
習
が
あ
り
、
 

あ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
は
 
「
非
常
に
有
意
義
 

な
講
習
会
だ
っ
た
、
身
の
ひ
き
締
ま
る
 

思
い
が
す
る
、
明
日
か
ら
は
今
ま
で
以
 

上
に
安
全
運
転
に
気
を
つ
け
る
つ
も
り
 

だ」 

と
い
っ
て
い
ま
し
た
。
 

な
お
、
こ
の
講
習
の
受
講
者
は
、
 
一 

年
以
内
の
免
許
の
切
替
え
の
人
は
、
切
 

替
え
時
の
講
習
（
違
反
等
の
あ
る
場
合
 

の
講
習
）
を
免
除
さ
れ
ま
す
。
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巡
回
婦
人
相
談
の
お
知
ら
せ
 

〇
夫
の
暴
力
、
酒
乱
、
男
女
関
係
で
悩
 

ん
で
い
る
方
 

〇
家
庭
内
外
の
心
配
ご
と
や
悩
み
の
あ
 

る
方
 

〇
離
婚
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
 

〇
子
供
の
こ
と
で
不
安
や
心
配
の
あ
る
 

方
 

〇
借
金
、
ロ
ー
ン
の
返
済
で
困
っ
て
い
 

る
方
 

〇
親
子
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
 

〇
そ
の
他
心
配
ご
と
の
あ
る
方
 

▼
と
 

き
 
平
成
元
年
 11 

月
 16 

日
（
木
）
 

▼
と
こ
ろ
 

田
川
市
伊
田
松
原
通
り
、
 

福
岡
県
田
川
総
合
庁
舎
第
四
 

会
議
室
（
4
階） 

▼
主
 

催
 
福
岡
県
婦
人
相
談
所
 

▼
間
い
合
わ
せ
先
 
福
岡
県
田
川
福
祉
 

事
務
所
（
廿
 44 

ー
八
一
一
一
 

内
線
六
三
番
 
婦
人
相
談
員
）
 

当
日
、
会
場
で
弁
護
士
に
よ
る
 

無
料
法
律
相
談
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
り
 

ま
す
。
 

、、I 
、A/w 

'‘『 

一
 

一
 

ー
土
曜
閉
庁
に
伴
う
 

運
転
免
許
更
新
手
続
き
に
つ
い
て
 

第
2
、
第
4
土
曜
日
は
、
原
則
と
し
 

て
運
転
免
許
更
新
手
続
き
は
休
み
に
な
 

り
ま
す
。
た
だ
し
、
運
転
免
許
の
更
新
 

手
続
き
に
限
っ
て
、
次
の
と
お
り
取
り
 

扱
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。
 

※
閉
庁
日
以
外
の
土
曜
日
は
、
従
来
ど
 

お
り
各
試
験
場
と
も
午
前
の
受
付
け
を
 

行
い
ま
す
。
 

※
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
試
験
場
、
警
 

察
署
、
派
出
所
、
駐
在
所
も
し
く
は
交
 

通
安
全
協
会
に
お
尋
ね
下
さ
い
。
 

『
扶
養
親
族
等
申
告
書
』
は
 

期
限
ま
で
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
 

厚
生
年
金
保
険
、
船
員
保
険
（
旧
法
）
 

及
び
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
等
は
、
所
 

得
税
法
で
は
「
雑
所
得
」
と
し
て
課
税
 

の
対
象
と
な
り
、
 
年
金
支
給
の
つ
ど
源
 

泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。
 

襲
襲
襲
襲
襲
響
鍵
襲
難
響
襲
襲
襲
襲
襲
襲
襲
瀧
襲
襲
襲
 

襲
畿
裟
舞
飛
券
茎
舞
篇
デ
桑
一
畿
襲
襲
襲
襲
襲
襲
襲
襲
 

麟
麟
麟
騒
縄
難
鷺
露
麟
灘
麟
難
 

護
襲
襲
襲
襲
襲
襲
灘
襲
襲
瀧
襲
襲
襲
襲
襲
襲
襲
襲
襲
襲
 

本
年
 11 

月
5
日
（
日
）
を
も
っ
て
金
 

田
営
業
所
の
営
業
窓
口
を
閉
鎖
す
る
こ
 

と
と
な
り
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
 

11
 

月
5
日
（
日
）
以
降
、
金
田
営
業
所
 

の
業
務
は
田
川
営
業
所
に
お
い
て
引
き
 

継
ぎ
お
客
様
の
ご
便
宜
を
承
ら
せ
て
い
 

た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
 

の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

①
 
11 

月
5
日
以
降
の
ご
用
件
承
り
場
 

所
 
N
T
T

田
川
営
業
所
 

田
川
市
千
代
町
6
番
8
号
 

②
 
電
話
の
移
転
、
電
話
に
関
す
る
問
 

い
合
わ
せ
等
は
、
局
番
な
し
の
1
1
 

6
番
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

③
 
電
話
料
金
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
 

44 

局
4
2
0
1
番
を
ご
利
用
下
さ
い
。
 

伊田t 

市

民

 

田
川
 

市

役

所

 

麗 

「
警
察
一
 

後藤寺 
」 

裁

判

所

 

NTT 
田川営業所 

くユcユ＝==＝くコcユくコぐユcユcュくュ＝仁工くニュくコ＝==＝にI9 

具
体
的
に
は
、
各
期
の
年
金
の
支
給
 

額
か
ら
公
的
年
金
等
控
除
や
受
給
者
か
 

ら
申
告
の
あ
っ
た
配
偶
者
控
除
、
扶
養
 

控
除
等
の
諸
控
除
相
当
の
額
を
控
除
し
 

た
残
額
に
 10 

％
の
税
率
を
乗
じ
て
得
た
 

額
を
所
得
税
と
し
て
源
泉
徴
収
す
る
こ
 

と
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
源
泉
徴
収
の
際
、
配
偶
者
控
除
、
 

扶
養
控
除
等
の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
 

る
受
給
者
は
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
 

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

毎
年
 11 

月
初
旬
に
、
厚
生
年
金
保
険
 

、
船
員
保
険
（
旧
法
）
及
び
国
民
年
金
 

の
老
齢
年
金
等
の
支
払
わ
れ
る
年
金
額
 

（
年
額
）
が
 60 

万
円
（
年
 

齢
が
 65 

歳
以
上
の
と
き
は
 

m
万
円
）
を
超
え
る
人
に
 

対
し
て
、
社
会
保
険
庁
か
 

ら
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
 

し
た
『
扶
養
親
族
等
申
告
 

報
 

広
 

ほうじよう 
(160号） 

危
険
物
取
扱
者
試
験
 

及
び
準
備
講
習
会
 

開
催
に
つ
い
て
 

危
険
物
取
扱
者
の
試
験
と
準
備
講
習
 

会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
 

【試 

験】 

▽
と
 

き
 

▽
と
こ
ろ
 

十
二
月
十
日
 

近
畿
大
学
九
州
工
学
部
 

【
準
備
講
習
会
】
 

▽
と
 

き
 

▽
と
こ
ろ
 

【皿又 

付
】
 

十
一
月
十
九
日
 

田
川
地
区
消
防
本
部
 

▽
十
月
九
日
か
ら
十
月
二
十
三
日
ま
で
 

※
詳
し
い
こ
と
は
、
田
川
地
区
消
防
 

本
部
消
防
課
危
険
物
係
に
お
問
い
合
わ
 

せ
く
だ
さ
い
。
 

。
四
四
ー
〇
六
五
〇
 

書
」
の
用
紙
（
ハ
ガ
キ
）
が
送
ら
れ
て
 

き
ま
す
。
 

平
成
2
年
中
に
こ
の
控
除
を
受
け
よ
 

う
と
す
る
方
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
よ
 

く
読
ん
で
、
正
確
に
記
人
し
、
 
11
 

月
末
 

ご
ろ
ま
で
に
（
詳
し
い
提
出
期
限
は
パ
 

ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
て
く
だ
さ
い
。
）
 

「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
を
提
出
し
て
 

く
だ
さ
い
。
 

平
成
元
年
十
月
十
五
日
発
行
 

印 編 発 

刷 集 行 

日総方 

光 城 

務町 
印 

役 
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